
大
き
く
変
わ
っ
た 

金
融
の
景
色

―
―
大
手
行
を
中
心
に
金
融
機
関
の

〇
五
年
九
月
期
決
算
は
総
じ
て
好
調

だ
っ
た
。
金
融
担
当
大
臣
就
任
時
に

掲
げ
た
「
竹
中
三
原
則
」
は
現
時
点

で
ど
の
程
度
、
達
成
さ
れ
た
と
み
て

い
る
か

　

三
原
則
と
も
よ
い
方
向
に
進
ん
で

き
た
と
思
う
。
金
融
全
体
の
景
色
は

大
き
く
変
わ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ

れ
を
厳
密
に
み
て
み
る
と
、
ず
い
ぶ

ん
ま
だ
ら
模
様
だ
な
と
い
う
感
じ
が

す
る
。

　

「
資
産
査
定
の
厳
格
化
」
に
つ
い

て
は
、
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
て
そ
れ
に

の
っ
と
り
き
ち
ん
と
実
行
し
て
も
ら

っ
た
の
で
、
か
な
り
の
程
度
進
ん

だ
。
三
、
四
年
前
は
不
良
債
権
が
ど

れ
だ
け
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

状
況
だ
っ
た
。
そ
の
当
時
に
比
べ
る

と
ま
っ
た
く
様
変
り
し
た
。

　

「
自
己
資
本
の
充
実
」
に
関
し
て

も
、
主
要
行
を
中
心
に
一
定
程
度
は

進
展
し
た
。
た
だ
国
際
的
に
み
て
非

常
に
充
実
し
て
い
る
か
と
い
う
と
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
わ
け
で
、
最

低
限
の
充
実
が
で
き
た
と
い
う
状
況

だ
ろ
う
。
そ
れ
と
、
金
融
再
生
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
対
象
外
だ
っ
た
中
小
・
地

域
金
融
機
関
は
、
い
ま
こ
そ
（
自
己

資
本
の
充
実
を
）
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
私
は
、
中
小
・
地
域
金
融

機
関
が
足
も
と
の
景
気
が
よ
い
と
い

う
状
況
に
甘
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
若
干
の
懸
念
を
も
っ
て
み
て
い

る
。

　

三
つ
目
の
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
」
だ
が
、
こ
れ
は
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
手
前
と
い
う
感
じ
だ
。
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
強
化
が
進
み
さ
ら
に
収
益
力
が

あ
が
っ
て
こ
な
い
と
自
己
資
本
の
充

実
も
で
き
な
い
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
さ

ら
な
る
強
化
は
残
さ
れ
た
非
常
に
大

き
な
課
題
だ
ろ
う
。

―
―
景
気
は
拡
大
を
続
け
て
お
り
、

金
融
シ
ス
テ
ム
も
ひ
と
ま
ず
安
定
し

て
い
る
。
金
融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

現
在
の
経
済
状
況
の
実
現
に
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
た
と
自
己
評
価

す
る
か
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金融再生プログラムとそこに盛り込まれた「竹中三原則」は相当程
度、達成された。しかし、ガバナンスの強化についてはいまだ道半
ばだ。折りしもこの１月、三菱東京ＵＦJ銀行が誕生した。メガバ
ンクがエコノミー・オブ・スケールとエコノミー・オブ・スコープを
発揮し収益力を高めていくためには、一層のガバナンス強化が必要
だ。また、中小・地域金融機関については足もとの景気がよいとい
う状況に甘えているのではないかという懸念をもっている。�

ＭＵＦＧ誕生で�
あらためて問われる�
経営の「質」とガバナンス�
景気回復への甘えがみえる中小・地域金融機関に懸念�
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フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
�

　
　
　
　
　
　
　
社
長
　

富
樫
　
直
記
�

【特集】�

新
銀
行
代
理
店
制
度
の
戦
略
的
活
用
�

リ
テ
ー
ル
を
組
織
と
し
て
切
り
出
し�

付
加
価
値
追
求�

�

地
域
の
小
規
模
銀
行
生
き
残
り
の
モ
デ
ル
に
も�

銀
行
代
理
店
制
度
が
大
幅
に
規
制
緩
和
さ
れ
る
。
大
手
行
の
関
心
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
拡
大
に
集
ま
っ

て
い
る
が
、
民
営
郵
貯
や
中
小
の
地
域
金
融
機
関
で
は
大
手
行
の
〝
販

売
代
理
店
〞
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
考
え
ら
れ
そ
う
だ
。
ま
た
、

ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
・
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
な
ど
一
般
事
業
会
社
の

参
入
形
態
や
提
携
戦
略
の
動
向
も
注
目
さ
れ
る
。
欧
米
の
事
例
を
み
る

と
、
金
融
商
品
の
「
製
販
分
離
」
を
軸
に
多
様
な
業
務
展
開
が
期
待
さ

れ
よ
う
。�

リ
テ
ー
ル
シ
フ
ト
と

寡
占
化
の
進
展

銀
行
代
理
店
業
務
が
銀
行
経
営
に

及
ぼ
す
影
響
を
考
え
る
前
に
、
現
在

進
行
し
始
め
た
銀
行
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
大
転
換
を
的
確
に
と
ら
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
大
転
換
と
は
一
言

で
い
え
ば
、「
リ
テ
ー
ル
シ
フ
ト
」

で
あ
る
。
英
米
を
中
心
に
九
〇
年
代

に
海
外
で
進
展
し
た
ホ
ー
ル
セ
ー
ル

か
ら
リ
テ
ー
ル
へ
の
収
益
源
の
シ
フ

ト
が
、
日
本
で
も
こ
こ
に
き
て
始
ま

っ
て
い
る
。

海
外
で
は
リ
テ
ー
ル
シ
フ
ト
の
結

果
、
銀
行
界
に
何
が
起
こ
っ
た
か
。

そ
れ
は
、「
銀
行
数
の
大
幅
な
減
少

を
伴
う
寡
占
化
の
進
展
」
と
「
大
手

行
に
よ
る
勢
力
（
顧
客
数
、
資
産
、

店
舗
数
等
）
の
拡
大
」
で
あ
る
。
世

界
的
に
最
も
寡
占
化
が
進
行
し
た
欧

州
の
英
、
仏
、
蘭
な
ど
で
は
、
大
手

三
、
四
行
が
預
金
シ
ェ
ア
で
七
割
か

ら
九
割
近
く
を
占
め
て
い
る
（
表

１
）。
リ
テ
ー
ル
シ
フ
ト
す
れ
ば
、

な
ぜ
業
界
の
寡
占
化
が
進
む
の
か
。

そ
れ
は
、
リ
テ
ー
ル
バ
ン
キ
ン
グ

の
世
界
で
は
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
以
上
に

今
回
の
規
制
緩
和
は
、
顧
客
利
便
性
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
銀
行
の
一
〇
〇
％
子
会
社
等
に
限
定
さ
れ
て
い
た
担
い
手

を
拡
大
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
銀
行
界
の
本
格
再
編
に
お
い
て
、
こ
れ
は
銀
行
経
営

上
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
と
り
わ
け
郵
貯
の
民
営
化
始
動
と
も
重
な
り
、
今
後
の
「
合
従
連
衡
」
に
お
い
て
新
た
な
選

択
肢
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
銀
行
経
営
者
自
身
が
、
今
回
の
措
置
を
戦
略
的
に
と
ら
え
、
再
編
の
勝
ち
組
に
な
る

戦
略
を
し
っ
か
り
練
り
、
自
ら
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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ア
メ
リ
カ
に
み
る
預
金
ブ
ロ
ー
カ
ー
、�

　
　
住
宅
ロ
ー
ン
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
台
頭�

供
給
者
の
論
理
を
超
え
た
利
用
者
主
体
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
業�

【
特
集
】

新
銀
行
代
理
店
制
度
の
戦
略
的
活
用
�

野
村
資
本
市
場
研
究
所
　
研
究
部
�

副
主
任
研
究
員
　
沼
田
　
優
子
�

証
券
会
社
系
の

預
金
ブ
ロ
ー
カ
ー

ア
メ
リ
カ
で
は
、
製
販
分
離
型
金

融
業
が
生
ま
れ
る
な
か
で
、
製
造
業

者
の
代
理
や
仲
介
者
と
し
て
、
消
費

者
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
消
費
者
の

求
め
る
金
融
業
者
と
商
品
製
造
業
者

が
志
向
す
る
姿
と
の
間
に
、
ず
れ
が

生
じ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

消
費
者
は
金
融
業
者
に
対
し
、
"

金
融
商
品
の
仕
組
み
や
利
点
、
リ
ス

ク
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、
#
多

様
な
品
揃
え
の
な
か
か
ら
中
立
な
立

場
で
最
も
適
し
た
商
品
を
提
示
し
た

う
え
で
、
$
商
品
購
入
後
も
そ
の
商

品
の
適
性
を
定
期
的
に
見
直
す
等
、

従
来
以
上
に
親
密
な
サ
ー
ビ
ス
を
求

め
て
い
る
。

一
方
、
商
品
製
造
業
者
は
激
し
い

競
争
と
価
格
低
下
圧
力
に
さ
ら
さ
れ

る
た
め
、
よ
り
専
門
性
を
磨
い
て
付

加
価
値
を
維
持
し
な
が
ら
、
効
率
化

を
図
ろ
う
と
、
巨
大
化
、
寡
占
化
し

つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
預
金
の
吸

収
か
ら
貸
付
ま
で
を
一
貫
し
て
提
供

し
て
き
た
銀
行
業
に
お
い
て
さ
え

も
、
例
外
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
ア
メ
リ
カ
で
は
、
預
金
集
め

を
自
前
で
行
う
の
で
は
な
く
、
仲
介

者
を
通
じ
て
集
め
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
ブ
ロ
ー
カ
ー
預

金
の
残
高
は
、
〇
四
年
三
四
七
七
億

!
と
、
九
九
年
の
残
高
の
三
倍
以
上

と
な
っ
た
（
図
１
）。
こ
の
ブ
ロ
ー

カ
ー
預
金
の
利
用
銀
行
ラ
ン
キ
ン
グ

の
上
位
に
は
、
証
券
会
社
系
や
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
系
等
、
異

業
種
系
列
の
銀
行
だ
け
で
は
な
く
、

シ
テ
ィ
バ
ン
ク
な
ど
伝
統
的
銀
行
も

み
ら
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
（
別

表
）。預

金
吸
収
の
仲
介
役
の
主
体
は
証

券
会
社
で
、
有
価
証
券
を
販
売
す
る

よ
う
に
、
複
数
の
銀
行
の
預
金
を
扱

ア
メ
リ
カ
の
金
融
業
界
で
は
、
商
品
の
「
製
造
」
と
「
販
売
」
の
機
能
分
化
が
進
み
、「
製
販
分
離
」
が
一
つ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
確
立
し
つ
つ
あ
る
。
製
販
一
体
型
の
業
者
に
お
い
て
も
、
自
前
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
だ
け
に
依
存
す

る
の
で
は
な
く
、
販
売
に
強
み
を
も
つ
業
者
を
有
効
に
活
用
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
預
金
仲
介
者
、
ロ
ー
ン
仲
介
者
の
現
状
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
製
販
分
離
に
お
け
る
望
ま
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
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